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はじめに
伊豆諸島からチビヒラタムシ科を最初に記録し

たのは澤田・渡辺（1959）で，八丈小島の昆虫相
を報告する中で 3 種を挙げている．その後，三宅島，
御蔵島の昆虫相がまとめられ，この中でも本科が
記録されている（渡辺・相馬 , 1972；澤田・渡辺 , 
1969）．また，まとまったものとしては八丈島産の
甲虫目録（川畑 , 2009）に本科が含まれ，佐々治

（1987），平野（2009a）も八丈島産の本科甲虫に言
及している．

筆者の一人亀澤は，伊豆諸島のうち，伊豆大島，
御蔵島，青ヶ島の各島に，2012 年 10 月 1~4 日，
2013 年 5 月 27~31 日（ 以 上， 伊 豆 大 島 ），2012
年 7 月 1~8 日，2013 年 5 月 11~17 日， 同 年 6 月
16~19 日（以上，御蔵島），2014 年 6 月 30 日 ~7 月
3 日（青ヶ島）の期間に滞在し，数種のチビヒラ
タムシ科を確認した．また，平野の手元にも未公

表の標本資料がある．
以下に，過去の文献上の記録をまとめるとともに，

平野らが保管している未記録標本および 2012–2014
年の現地調査で得られた種のデータを示し，現時点
で伊豆諸島から確認されているチビヒラタムシ科の
目録を掲げる．なお，本報告による島単位での初記
録は，目録の【伊豆諸島における記録島】の中で *
印によって，採集者はデータの末尾に略号で示した

（青木淳一：A; 平野 : H; 亀澤：K; 川畑喜照 : Y）. 標
本は，青木淳一博士および平野が採集したものは平
野が，それ以外は亀澤が保管している． 

調査方法
現地調査では，通常の採集のほか，木の枝に吊る

すタイプのフライトインターセプショントラップ
（30 cm×40 cm 大の衝突板は地上約 1 m に位置させ
た．以下，FIT と略す）および 4W のブラックライ
トの蛍光灯 1 本を使用したライトトラップ（以下，
LT）の設置と回収を行った．通常の採集では，他
科の甲虫類の確認も目的としていたため，さまざま
な環境を調べたが，本科の甲虫が得られた主要な手
法は，広葉樹の枯れ枝や立ち枯れ，倒木のルッキン
グやビーティング，スプレーイングである．

現地調査で得られた標本をもとに，一部の種に
関して走査型電子顕微鏡（SEM）による標本観察
を行った．使用したのは，KEYENCE 社のデジタル
マイクロスコープシステム VHX-2000+VHX-D510
形式の SEM である．加速電圧は 1.2kv で，図 5–6
に示したように，頭胸部，触角第 1 節などの表面
構造を非蒸着標本に基づいて観察した．

結果
チビヒラタムシ科 Laemophloeidae

1 .  サビカクムネチビヒラタムシ  Cryp to l e s t e s 
ferrugineus (Stephens, 1831) 図1．伊豆諸島と各島におけるチビヒラタムシ科の種数

（カッコ内の数字）．
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【文献記録】八丈島（佐々治 , 1987; 川畑 , 2009）．
【伊豆諸島における記録島】八丈島．

2. グルーベルホソチビヒラタムシ Leptophloeus 
convexiusculus (Grouvelle, 1877)

【文献記録】三宅島（渡辺・相馬 , 1972），御蔵島（澤
田・渡辺 , 1969），八丈小島（沢田・渡辺 , 1959）.

三宅島，御蔵島からの既記録はセマルチビヒラタ

ムシの和名が当てられているが，この和名は現在，
別の種に当てられているので注意が必要である．
【 採 集 デ ー タ 】1♂1♀, 大 島 町 泉 津 福 重（FIT）, 

27–31. V. 2013, K；1ex., 三宅島阿古富賀神社 , 5. IV. 
2010, A；1♀, 御蔵島村里 , 2. VII. 2012, K；2♂♂, 同地 , 
18. VI. 2013, K；2♂♂1♀, 同地（FIT）, 17. V. –19. VI. 
2013, K；2♂♂4♀♀, 御蔵島村里～黒崎高尾山 , 14. V. 
2013, K.

図2．伊豆諸島における現地調査の状況. A, 伊豆大島の樹林環境；B, FIT調査（いずれも大島町泉津福重にて）；C, 御蔵島の樹
林環境（島北西部の林道からの眺望）；D, LT調査（御蔵島村里付近にて）；E, 青ヶ島の樹林環境; F, 3種が確認されたホ
ルトノキ伐採木（いずれも青ヶ島村池之沢にて）．



10 さやばね ニューシリーズ　No. 20

SAYABANE  N. S.  No. 20December 2015

【伊豆諸島における記録島】伊豆大島 *，三宅島，
御蔵島，八丈小島．

3. ホソチビヒラタムシ Leptophloeus femoralis Sasaji, 
1983

【採集データ】1♀, 大島町泉津福重（FIT）, 27–31. V. 
2013, K.

伊豆諸島初記録で，島嶼部からの記録もこれま

で知られていなかったと思われる．全国的にも少
ない種である．
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島 *．

4.  ムナクボホソチビヒラタムシ  Leptophloeus 
feveicollis Sasaji, 1986

【採集データ】4♀♀, 御蔵島村里 , 18. VI. 2013, K；
1♂1♀, 同地（FIT）, 17. V. –19. VI. 2013, K.

図3．伊豆諸島のチビヒラタムシ1. A, グルーベルホソチビヒラタムシ♂（御蔵島産）; B, 同♀（伊豆大島産）; C, ホソチビヒラ
タムシ♀（伊豆大島産）; D, ムナクボホソチビヒラタムシ♂; E, 同♀（いずれも御蔵島産）; F, カギヒゲチビヒラタムシ♂
（御蔵島産）. スケールはすべて0.5 mm．
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伊豆諸島初記録で，島嶼部からの記録もこれま
で知られていなかったと思われる．スダジイの新
しい倒木についた枯れ枝のビーティング，および
FIT によって採集された．全国的にもやや少ない種
である．
【伊豆諸島における記録島】御蔵島 *．

5 .  カ ギ ヒ ゲ チ ビ ヒ ラ タ ム シ  M i c r o b r o n t e s 
laemophloeoides Reitter, 1874

【採集データ】1ex., 三宅島伊谷 , 6. IV. 2010, A; 
1ex., 御蔵島行曲沢川 , 18. X. 2009, A; 1♂1♀, 御蔵島
村里 , 18. VI. 2013, K.

伊豆諸島初記録．全国的な稀種である．

図4．伊豆諸島のチビヒラタムシ2. A, カギヒゲチビヒラタムシ♀（御蔵島産）; B, オオキバチビヒラタムシ♂; C, 同♀（いずれ
も御蔵島産）; D, モンチビヒラタムシ♂（伊豆大島産）; E, 同♀（御蔵島産）; F, ルイスチビヒラタムシ♀（青ヶ島産）. ス
ケールはすべて0.5 mm．
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【伊豆諸島における記録島】三宅島 *，御蔵島 *．

6. オオキバチビヒラタムシ Nipponophloeus dorcoides 
(Reitter, 1874)

【文献記録】伊豆大島（平野 , 2007），御蔵島（澤田・
渡辺 , 1969），八丈島（佐々治 , 1987; 平野 , 2007, 
2009a; 川畑 , 2009），八丈小島（沢田・渡辺 , 1959）．

御蔵島，八丈小島からの既記録は，Laemophloeus 
dorcoides Reitter（和名なし）として記録されている．
【採集データ】1ex., 三宅島阿古富賀神社 , 5. IV. 

2010, A；1♀, 御蔵島村里 , 6. VII. 2012, K；2♂♂1♀, 
同 地 (LT）, 2–4. VII. 2012, K；2♂♂3♀♀, 同 地 , 17. 
VI. 2013, K；1♂1♀, 同地 , 18. VI. 2013, K；2♂♂, 同
地（FIT）, 17. V. –19. VI. 2013, K.
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島，三宅島 *，

御蔵島，八丈島，八丈小島．

7. モンチビヒラタムシ Notolaemus cribratus (Reitter, 
1889)

【 文 献 記 録 】 八 丈 島（ 川 畑 , 2009; 平 野 , 2007, 

図5．伊豆諸島のチビヒラタムシ3. A, ウスリーチビヒラタムシ♂（御蔵島産）; B, カドムネチビヒラタムシ♀（青ヶ島産）; C, 
Placonotus sp.♀（御蔵島産）; D, ウスグロチビヒラタムシ♀（御蔵島産）; E, セマルチビヒラタムシ♂（青ヶ島産）; F, 同
♀（伊豆大島産）. スケールはすべて0.5 mm．
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2009a, b）．
【採集データ】4♂♂9♀♀, 大島町元町三原山 , 31. V. 

2013, K；1♂, 大島町泉津福重 (FIT), 27–31. V. 2013, 
K；2exs., 三宅島塩尻 , 4. IV. 2010, A；2♂♂5♀♀, 御
蔵島村里 (FIT), 12–16. V. 2013, K；1♀, 同地 , 18. VI. 
2013, K；1ex., 八丈島大賀郷植物公園 , 23. IV. 2009, A.
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島 *，三宅島 *，

御蔵島 *，八丈島．

8. ルイスチビヒラタムシ Notolaemus lewisi (Reitter, 
1889)

【文献記録】新島（平野 , 2007），三宅島（渡辺・
相 馬 , 1972）， 御 蔵 島（ 澤 田・ 渡 辺 , 1969; 田 中 , 
2013），八丈島（佐々治 , 1985, 1987; 川畑 , 2009; 平野 , 
2009a, b），八丈小島（沢田・渡辺 , 1959）.
【採集データ】1♀, 大島町泉津福重 , 27. V. 2013, K；

1ex., 三宅島火ノ山 , 4. IV. 2010, A；3♂♂2♀♀, 御蔵
島村里 , 17. VI. 2013, K；1♂, 同地 , 18. VI. 2013, K；
1ex., 八丈島大賀郷植物公園 , 23. IV. 2009, A；8♀♀, 
青ヶ島村池之沢 , 2–3. VII. 2014, K.
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島 *，新島，

三宅島，御蔵島，八丈島，八丈小島，青ヶ島 *．

9. ウスリーチビヒラタムシ Notolaemus ussuriensis 
Iablokoff-Khnzorian, 1977

【文献記録】新島（平野ら , 1993; 平野 , 2009b），
八丈島（平野 , 2009a）.
【採集データ】1ex., 伊豆大島岡田港～波浮 , 8. 

VII. 2010, A；1ex., 三宅島伊谷 , 6. IV. 2010, A；1♂, 
御蔵島村里 , 18. VI. 2013, K；1ex., 八丈島大里ふる
さと村 , 24. IV. 2009, A.
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島 *，新島，

図6．SEMによる頭胸部，触角第
1節の観察. A, B, ホソチビヒ
ラタムシ♀（伊豆大島産）; 
C,D, ムナクボホソチビヒラ
タムシ♂（御蔵島産）．
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三宅島 *，御蔵島 *，八丈島．

10. キイロチビヒラタムシ Placonotus fenestratus 
(Reitter, 1889)

【文献記録】八丈島（平野 , 2009b）.
【採集データ】2exs., 八丈島三根 , 30. IV. 1971, H.
【伊豆諸島における記録島】八丈島．

11. ヒレルチビヒラタムシ Placonotus hilleri (Reitter, 
1878)

【文献記録】伊豆大島（平野 , 2009b），八丈島（川
畑 , 2009）.
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島，八丈島．

12. カドムネチビヒラタムシ Placonotus testaceus 
(Fabricius, 1787)

【文献記録】三宅島（渡辺・相馬 , 1972），御蔵島
（澤田・渡辺 , 1969） ，八丈島（佐々治 , 1987; 平野 , 

2009a; 川畑 , 2009）.
三宅島，御蔵島からの既記録は，カクムネチビ

ヒラタムシの和名が当てられている．
【採集データ】1ex., 三宅島火ノ山 , 4. IV. 2010, A；

2exs., 三宅島伊谷 , 6. IV. 2010, A；1ex., 八丈島大賀
郷八丈富士南麓 , 23. IV. 2009, A；5♂♂7♀♀, 青ヶ島
村池之沢 , 2–3. VII. 2014, K.
【伊豆諸島における記録島】三宅島，御蔵島，八

丈島，青ヶ島 *．

13. Placonotus sp. 
【採集データ】1ex., 御蔵島行曲沢川 , 18. X. 2009, 

A；1ex., 御蔵島大船渡 , 15. X. 2009, A；4♀♀, 御蔵
島村里 (FIT), 12–16. V. 2013, K；2♀♀, 同地（FIT）, 

図7．SEMによる頭胸部とその微
細印刻，触角第1節の観察. 
A, B, カギヒゲチビヒラタム
シ♂; C, D, Placonotus sp.♀(い
ずれも御蔵島産).
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17. V. –19. VI. 2013, K.
本種は平野（2009b）が「ヒゲブトチビヒラタムシ」

と仮称しているものと同じである．
【伊豆諸島における記録島】御蔵島 *．

14. ウスグロチビヒラタムシ Pseudophloeus fuscicornis 
(Reitter, 1874)

【文献記録】八丈島（平野 , 2009a）.
【採集データ】3exs., 伊豆大島差木地～元町 , 8. 

VII. 2010, A; 1ex., 伊豆大島岡田港～波浮 , 8. VII. 
2010, A; 1ex., 三宅島伊谷 , 6. IV. 2010, A; 1♀, 御蔵島
村里 (FIT), 12–16. V. 2013，K； 2♀♀, 八丈島三根 , 
11. V. 2003, Y; 1♂, 同 地 , 18. V. 2003, Y; 1♀, 同 地 , 
14. VI. 2003, Y; 1ex., 八丈島大賀郷登竜道路 , 24. IV. 
2009, A.

川畑（2009）で「Pseudolaemus sp.」として記録
されている標本の一部を再検討したところ本種で
あった．
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島 *，三宅島 *，

御蔵島 *，八丈島．

15. セマルチビヒラタムシ Xylolestes laevior (Reitter, 
1874)

【文献記録】三宅島 ( 渡辺・相馬 , 1972)，御蔵島 ( 澤
田・渡辺 , 1969)，八丈島（平野 , 2009a）.
【採集データ】1♂, 大島町泉津福重 , 27. V. 2013；

1♀, 同地 (FIT), 27–31. V. 2013, K；3♂♂4♀♀, 御蔵島
村里～川田 , 2. VII. 2012, K；8♂♂4♀♀, 同地 , 6. VII. 
2012, K；3♂♂2♀♀, 御蔵島村里 (FIT), 17. V. –19. VI. 
2013, K；6♂♂2♀♀, 青ヶ島村池之沢 , 2–3. VII. 2014, K.
【伊豆諸島における記録島】伊豆大島 *，三宅島，

御蔵島，八丈島，青ヶ島 *．

以上のように，伊豆諸島から 8 属 15 種の分布が
確認された．確認種のすべては本州との共通種で
あった．そのうちの 4 種は伊豆諸島からの初めて
の記録となる．小笠原諸島のチビヒラタムシ相と
比較すると，固有種が確認されていない点があげ
られる（小笠原では固有種ツヤケシチビヒラタム
シ Nipponophloeus boninensis Nakane, 1991 が既知）．
各島に産する種数を見てみると，御蔵島の 11 種が
最多であり，八丈島の 10 種，三宅島，伊豆大島の
9 種が続いた．

ただし，調査は未だ網羅的ではなく，利島，式
根島，神津島からは本科は何も記録されていない．
今後，これらの島での調査が望まれるほか，調査
が行われている島においても，今回行われた春季
～夏季以外の時期の調査の実施や異なった微環境
に注目すれば，さらなる未記録種が発見される可
能性がある． 
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ミメティックス・データベース構築」（課題番号 : 
24120002; 代表者 : 野村周平）の助成を受けている．
現地調査にあたって協力いただいた東京農業大学
の小島弘昭博士に深謝の意を表する．

種名 （本） 大 新 三 御 八 八小 青 （小）
サビカクムネ ○ ○
グルーベルホソ ○ ◎ ○ ○ ○
ホソ ○ ◎
ムナクボホソ ○ ◎
カギヒゲ ○ ◎ ◎
オオキバ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
モン ○ ◎ ◎ ◎ ○
ルイス ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
ウスリー ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
キイロ ○ ○
ヒレル ○ ○ ○
カドムネ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
Placonotus  sp. ○ ◎
ウスグロ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○
セマル ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

15 9 2 9 11 10 3 3 3

表1．伊豆諸島から確認されたチビヒラタムシ一覧．

表中の和名は語尾の「チビヒラタムシ」を省略した．
◎: 本報文による初記録; ○: それ以外の記録．
　大: 伊豆大島; 新: 新島; 三: 三宅島; 御: 御蔵島; 八: 八丈島; 八小: 八丈小島; 青: 青ヶ島．
　本州（本）と小笠原諸島（小）の分布を参考までに示す．
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【短報】ムナビロアトボシアオゴミムシ北関東と佐
渡の記録

ム ナ ビ ロ ア ト ボ シ ア オ ゴ ミ ム シ Chlaenius 
tetragonoderus Chaudoir,1876 は日本では本州・四国・
九州・南西諸島に分布し，南方では個体数が多い．
関東地方では房総半島，伊豆御蔵島などで記録が
ある（奥村，1968）．筆者も房総半島，伊豆諸島の
新島，神津島で採集しているが，今回北関東の栃木・
群馬県境で採集したので報告する．両県ともこれ
まで記録はなかったものである．本種はほぼ海岸
沿いに分布している（奥村 , 1968）とのことであ
るが，地球温暖化に伴い分布を拡大させているこ
とも考えられる．

2♀, 2~5. IX. 2015, 栃木県足利市小俣町白葉峠（標
高 270 ｍ）（図 1）．

1 ♀ ,  2 ~ 5 .  I X . 
2015, 群 馬 県 桐 生
市菱町白葉峠（標
高 220 ｍ ）， い ず
れも須田亨採集．

いずれの採集地
でも，落葉広葉樹
林の斜面に設置し
た紫外線 LED ライ
ト付きの FIT に落
ちたものである．

また，手持ちの
標本を調べていた
ところ，新潟県佐
渡 市（ 当 時 の 両
津市）で採集した
個体を確認したの
で合わせて報告す

る．なお，新潟県ではすでに黒川から記録されて
いる（奥村，1968；土生・馬場，1972）.

1♂, 24~25. IX. 1989, 新潟県両津市（標高 150 m），
須田亨採集 . 

これはベイトトラップにより採集したもので，
テネラル個体である．

本種の頭部と前胸背板は緑色の光沢を持つが，
各地の標本を改めて比較してみると，奄美大島産
の個体群が特に青みの強い緑色であることが判明
した．森田誠司氏からの私信では，同島に加えて
鹿児島県甑島列島の個体群も同様とのことであっ
た．また，九州の他産地の個体がそれに次いで青
みが強かった一方で，西表島産の多くは暗い銅色
を帯びていた．しかし他の多くの個体について見
ると，産地による明確な差異は認められなかっ
た . 今回は標本数が少ないので傾向などはわからな
いが，栃木県産の 1 頭は銅色を帯びた緑色，他の 1
頭と群馬県産は平均的な緑色，佐渡産は九州産と
同程度の美しい緑色であった．

最後に，発表にあたりいろいろとご教示をいた
だいた森田誠司氏に厚くお礼申し上げる．
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図1．ムナビロアトボシアオゴミム
シ（♀）．


